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SH7239グループ 
ユーザプログラムモード使用例 

要旨 
本アプリケーションノートは、SH7239 ユーザプログラムモードでの内蔵フラッシュ書き換えプログラム動

作例について説明しています。内蔵フラッシュに書き込むデータは、SH7239 に接続した外部デバイスが保持
しており、シリアルコミュニケーションインタフェースを使用して通信を行います。 

本アプリケーションノートで紹介する内蔵フラッシュ書き換えプログラムは、SH7239 のユーザマット上に
あるものとします。また、内蔵フラッシュの書き換え処理部に関しては、ルネサス エレクトロニクスが提供
している SH-2, SH-2A 用シンプルフラッシュ API（以下、標準 API と表記します）を使用しています。 

動作確認デバイス 
SH7239 
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1. はじめに 

1.1 仕様 
本応用例では、ユーザプログラムモードを使用して、内蔵フラッシュへの書き込み／消去処理、および読

み出し処理を行います。ユーザプログラムモードでは、任意のインタフェースを使用して、これらの処理を
制御することができます。本応用例では、ホスト PC とのシリアル通信を使用してこれらの処理を制御しま
す。 

ユーザアプリケーション実行中に、ホスト PC からユーザ制御コマンドであるフラッシュ書き込み／消去
処理コマンドを受信すると、内蔵フラッシュへの書き込み／消去処理を実行し、フラッシュ読み出し処理コ
マンドを受信すると、フラッシュの読み出し処理を実行します。 

図 1に本応用例のシステム構成を示します。 

内蔵フラッシュ

フラッシュ書き換え

制御プログラム、

書き込み／読み出し

データ

 PE7/RXD2

 PE10/TXD2

シリアル通信制御ツール*、
書き込みデータ

SH7239ホストPC

ユーザ制御コマンド、

書き込みデータ

通信レスポンス、

読み出しデータ

SCI2 内蔵RAM

【注】* 本応用例の動作確認には、ホストPC側のシリアル通信制御ツールに SerialDebugger（フリーソフトウェア）を使用しています。  

図1 本応用例のシステム構成 
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1.2 使用機能 
シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 
内蔵フラッシュ専用シーケンサ（FCU） 
 
 

1.3 適用条件 
マイコン SH7239（R5F72395ADFP：フラッシュ 512 K バイト品） 
電源電圧 3.3 V 
動作周波数 内部クロック： 160 MHz 
 バスクロック：  40 MHz 
 周辺クロック：  40 MHz 
統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製 

High-performance Embedded Workshop Ver.4.07.00 
C コンパイラ ルネサス エレクトロニクス製 SuperH RISC engine ファミリ 

C/C++コンパイラパッケージ Ver.9.03 Release 02 
コンパイルオプション High-performance Embedded Workshop でのデフォルト設定 

（-cpu=sh2afpu -fpu=single -debug -gbr=auto -global_volatile=0 
-opt_range=all -infinite_loop=0 -del_vacant_loop=0 -struct_alloc=1） 

 
 

1.4 関連アプリケーションノート 
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。合わせて参照してくだ

さい。 

SH ファミリ SH-2, SH-2A 用シンプルフラッシュ API 
 



SH7239グループ ユーザプログラムモード使用例 

R01AN0170JJ0101  Rev.1.01  Page 4 of 32 
2012.06.15  

 

2. 概要および使用機能説明 
本応用例では、SH7239 と外部デバイスの接続にシリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）を使

用しています。また、SH7239 では、内蔵フラッシュの書き込み／消去に専用のシーケンサ（FCU）を使用し
ます。 

2.1 使用機能説明 

2.1.1 シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）機能説明 
SCI は、調歩同期式とクロック同期式の 2 方式のシリアル通信が可能なモジュールです。また、全二重通

信が可能で、送信部および受信部ともにダブルバッファ構造となっていますので、シリアルデータの連続送
信、連続受信が実現できます。 

本応用例では、SH7239 と外部デバイス間でのハンドシェイク通信及び、内蔵フラッシュの書き換えデータ
通信に SCI を使用しています。 

図 2にSCIのブロック図を示します。 

： レシーブシフトレジスタ
： レシーブデータレジスタ
： トランスミットシフトレジスタ
： トランスミットデータレジスタ
： シリアルモードレジスタ
： シリアルコントロールレジスタ
： シリアルステータスレジスタ
： ビットレートレジスタ
： シリアルポートレジスタ
： シリアルディレクションコントロールレジスタ
：サンプリングモードレジスタ
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図2 SCI のブロック図 
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2.1.2 内蔵フラッシュ専用シーケンサ（FCU）機能説明 
SH7239 は、FCU による内蔵フラッシュの書き換えを行います。 

図 3に内蔵フラッシュのブロック図を示します。 

動作モードFWE端子
モード端子

【記号説明】

Pバス

ROM

ROMマット部

FCU RAM

ユーザマット

：フラッシュ端子モニタレジスタ
：フラッシュモードレジスタ
：フラッシュアクセスステータスレジスタ
：フラッシュアクセスエラー割り込み許可レジスタ
：ROMマット選択レジスタ
：FCU RAMイネーブルレジスタ
：フラッシュステータスレジスタ0、1
：フラッシュP/Eモードエントリレジスタ
：フラッシュプロテクトレジスタ
：フラッシュリセットレジスタ
：FCUコマンドレジスタ
：FCU処理切り替えレジスタ
：フラッシュP/Eステータスレジスタ
：周辺クロック通知レジスタ
：フラッシュインタフェースエラー割り込み

ユーザブートマット：32Kバイト

ROMキャッシュ

FCU

FPMON
FMODR
FASTAT
FAEINT

ROMMAT
FCURAME
FSTATR0
FSTATR1
FENTRYR
FPROTR

FRESETR
FCMDR
FCPSR

FPESTAT
PCKAR

FPMON
FMODR
FASTAT
FAEINT
ROMMAT
FCURAME
FSTATR0、1
FENTRYR
FPROTR
FRESETR
FCMDR
FCPSR
FPESTAT
PCKAR
FIFE

FIFE

：512Kバイトまたは
　256Kバイト

 

図3 内蔵フラッシュのブロック図 
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2.2 内蔵フラッシュ書き込み／消去動作説明 
SH7239 では、FCU を使用して、内蔵フラッシュの書き込み／消去を行います。ここでは、内蔵フラッシュ

の書き換え手順を説明しています。より詳細な内容は、ハードウェアマニュアルを参照してください。また、
本応用例では、内蔵フラッシュの書き込み／消去処理に標準 API を使用しています。標準 API の詳細は、関
連アプリケーションノートを参照してください。 

2.2.1 内蔵フラッシュ書き込み／消去準備 
FCU を使用するためには、FCURAM に FCU 用のファームウェア（FCU ファーム）を格納する必要があり

ます。FCU ファームの転送後、FCU コマンドを発行することで、FCU が内蔵フラッシュの書き込み／消去
を行います。 

FCU ファームは、デバイス内部の FCU ファーム領域に格納されており、起動時に FCURAM へ転送する必
要があります。また、デバイスの起動時には、FCURAM へのアクセスが禁止となっているため、レジスタ設
定でアクセスを許可する必要があります。 

図 4にFCUコマンドの使用準備フローを示します。 

FCU使用準備

 FENTRYR = H’0000 ?

FENTRYRレジスタ0クリア

FCURAME = H’C401

FCURAMへ
FCUファームを転送

終了

FCURAMへのアクセス許可に設定

Yes

No

転送元：H’0040_2000～H’0040_3FFF（FCUファーム領域）
転送先：H’80FF_8000～H’80FF_9FFF（FCURAM）

 

図4 FCU コマンドの使用準備フロー 

 
 

2.2.2 内蔵フラッシュ消去 
本デバイスでは、内蔵フラッシュを複数のブロックに分割しており、ブロック単位で消去を行います。FCU

ファーム転送後、消去対象ブロックのアドレスへ消去コマンド※1と実行コマンドを書き込むことで、FCU が
ブロック消去を実行します。 

図 5にSH7239 の消去ブロック割りを、表 1に各ブロックとそのアドレス範囲を示します。また、図 6に内
蔵フラッシュの消去フロー※2を示します。 

【注】※1 消去コマンドは、内蔵フラッシュの書き込み／消去アドレスであれば、どこでも受け付けられま
す。 

  ※2 図 6のフローは、標準APIのフローではありません。 
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8Kバイト × 8

EB00

内蔵フラッシュ

（ユーザマット）

H'8080 0000

H'8080 FFFF

H'8087 FFFF

書き込み/消去用

アドレス

～

EB07

消去ブロック

H'8081 0000

64Kバイト × 7

EB08

～

EB14

～
～

 

図5 内蔵フラッシュの消去ブロック割 

 
表1 消去ブロックとアドレス 

消去ブロック 実アドレス 書き込み／消去用アドレス 単位容量 
EB00 H’0000_0000～H'0000_1FFF H’8080_0000～H'8080_1FFF 
EB01 H’0000_2000～H'0000_3FFF H’8080_2000～H'8080_3FFF 
EB02 H’0000_4000～H'0000_5FFF H’8080_4000～H'8080_5FFF 
EB03 H’0000_6000～H'0000_7FFF H’8080_6000～H'8080_7FFF 
EB04 H’0000_8000～H'0000_9FFF H’8080_8000～H'8080_9FFF 
EB05 H’0000_A000～H'0000_BFFF H’8080_A000～H'8080_BFFF 
EB06 H’0000_C000～H'0000_DFFF H’8080_C000～H'8080_DFFF 
EB07 H’0000_E000～H'0000_FFFF H’8080_E000～H'8080_FFFF 

8K バイト 

EB08 H’0001_0000～H'0001_FFFF H’8081_0000～H'8081_FFFF 
EB09 H’0002_0000～H'0002_FFFF H’8082_0000～H'8082_FFFF 
EB10 H’0003_0000～H'0003_FFFF H’8083_0000～H'8083_FFFF 
EB11 H’0004_0000～H'0004_FFFF H’8084_0000～H'8084_FFFF 
EB12 H’0005_0000～H'0005_FFFF H’8085_0000～H'8085_FFFF 
EB13 H’0006_0000～H'0006_FFFF H’8086_0000～H'8086_FFFF 
EB14 H’0007_0000～H'0007_FFFF H’8087_0000～H'8087_FFFF 

64K バイト 
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図6 内蔵フラッシュ消去フロー 

 
 

2.2.3 内蔵フラッシュ書き込み 
内蔵フラッシュの書き込みは、消去状態の領域にのみ可能で、ユーザマットへの 1 回の書き込みは 256 バ

イト単位で行います。書き込み手順は、消去同様 FCU へのコマンド発行により、FCU が実行します。書き
込み／消去用アドレスへ書き込みコマンド、書き込みサイズ※1を発行し、続けて書き込み先アドレス※2へ書
き込みデータ（256 バイト）をセット※3します。 

図 7に内蔵フラッシュ書き込みフロー※4を示します。 

【注】※1 ユーザマット、ユーザブートマットへの書き込みは、256 バイト固定です（H’80 を発行）。 
   ※2 書き込みアドレスに対して H’8080_0000 を足したアドレス（書き込み／消去用アドレス）です。 
   ※3 書き込みデータは、ワードサイズで書き込み／消去用アドレスへ書き込みます。 
   ※4 図 7のフローは、標準APIのフローではありません。 
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図7 内蔵フラッシュ書き込みフロー 
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2.3 内蔵フラッシュ書き換え用データバッファ 
本応用例では、SH7239 の内蔵 RAM 上に書き込みデータを保持しておくバッファエリアを確保します。バッ

ファエリアの容量は、1 回の内蔵フラッシュ書き込みに相当する 256 バイトとします。 

図 8に動作イメージを、表 2にデータバッファエリアのアドレスを示します※。 

【注】※ データバッファエリアはセクションを分けて管理しています。セクションの割付アドレスを変更す
ることで、バッファエリアのアドレスを任意に設定可能です。 

SCI

SH7239

データ

書き込み

データ

ダウンロード

内蔵RAM

WriteBuff

内蔵フラッシュ

 

図8 バッファ動作イメージ 

 
表2 データバッファエリア説明 

バッファ名 アドレス サイズ 
WriteBuff H’FFF8_1000～H’FFF8_10FF 256 バイト 
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3. 参考プログラムの外部仕様 
本応用例では、main 関数を含むフラッシュ制御用のプログラム（以下、参考プログラム）をユーザマット

の EB00 ブロック（アドレス番地：H'0000 0000 ～ H'0000 1FFF）内に配置しています。参考プログラムは、
ユーザアプリケーション（main 関数）、シリアル通信制御プログラム、フラッシュ書き換え制御プログラム、
および標準 API で構成されます。 

図 9に参考プログラムの構成図を示します。 

ユーザアプリケーション

SCI

シリアル通信

制御プログラム

内蔵RAM

SH7239

FCU

内蔵フラッシュ

標準API

フラッシュ書き換え制御プログラム

 

図9 参考プログラムの構成図 
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3.1 内蔵フラッシュ書き込み／消去の仕様 
内蔵フラッシュの書き込み／消去対象領域は、参考プログラムを配置している EB00 ブロックを除くユー

ザマット領域（EB01～EB14 ブロックの書き込み／消去用アドレス番地：H'8080 2000 ～ H'8087 FFFF）です。 

参考プログラムは、ホスト PC からフラッシュ書き込み／消去処理コマンドを受信すると、上記フラッシュ
書き込み／消去対象領域に対しブロック消去処理を実行し、ホスト PC から指定された書き込み先の先頭ア
ドレスより、指定データサイズ分のフラッシュ書き込み処理を実行します。 

図 10に参考プログラムの内蔵フラッシュ書き込み／消去処理イメージを示します。 

8KB

8KB × 7

64KB × 7

【注】* EB00は参考プログラムを格納しているため

             消去しません。

EB00

EB01

256バイト

ユーザマット

256バイト
256バイト

256バイト
256バイト

内蔵RAM
（256バイト）

H'8080 2000

ユーザマット

H'0000 0000
H'0000 1FFF
H'0000 2000

H'0000 FFFF
H'0001 0000

H'0007 FFFF

アドレス

（読み出し用）

～

EB07

EB08

～

EB14

ブロック

書
き

込
み
／
消
去
対
象
ブ
ロ

ッ
ク

*

ホストPC

H'8080 2100
H'8080 2200

アドレス

（書き込み／消去用）

H'8087 FE00
H'8087 FF00

書き込みデータを送信し、データ

バッファ（内蔵RAM）に格納

消去書き込み

指定アドレスから

順番にデータを

書き込み

シリアル通信制御プログラム

標準API

フラッシュ書き換え制御プログラム

 

図10 内蔵フラッシュ書き込み／消去処理イメージ 
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3.2 参考プログラムの動作内容 
本応用例では、ホスト PC※1からシリアル通信によるコマンド制御により、内蔵フラッシュの書き込み／消

去処理、および読み出し処理を行います。シリアル通信には、SH7239 の SCI チャネル 2（SCI2）を使用しま
す。また、参考プログラムはすべて内蔵 RAM 上で実行します。 

参考プログラムでは、フラッシュ書き込み／消去の許可状態を確認し、フラッシュ書き込み／消去が許可
状態に設定されている場合、参考プログラムはホスト PC に対し通信用ユーザ制御コマンドの発行を要求し
ます。フラッシュ書き込み／消去が禁止状態に設定されている場合、参考プログラムは書き込み／消去が許
可状態になるまで FWE ビットをポーリングします※2。 

【注】※1 ホスト PC 側のシリアル通信制御ツールに SerialDebugger（フリーソフトウェア）を使用して、
本応用例の動作確認を行っています。 

   ※2 SH7239 のユーザプログラムモードは、リセット解除時に FWE 端子を "L" に設定し、MCU 動作
モード確定後に FWE 端子を "H" に切り替えることで遷移可能です。 

 
図 11にメイン処理の概略フローを示します。 

開始

FWEビット値判定

1

0

ホストPCに対し

ユーザ制御コマンドの発行を要求

受信データの確認、

ユーザ制御コマンドの判定

内蔵フラッシュの

書き込み／消去処理

または

読み出し処理

 

図11 メイン処理の概略フロー 
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表 3にホストPCからの通信用ユーザ制御コマンド一覧を、表 4にSH7239 からの通知一覧を示します。 

フラッシュ書き込み／消去処理中に異常が発生した場合、参考プログラムの処理として、ホスト PC に対
し異常終了（RET_NG）を通知し、無限ループとしています。必要に応じてエラー処理を追加してください。 

 
表3 ホスト PC からの通信用ユーザ制御コマンド一覧（ホスト PC → SH7239） 

通信コマンド名 コマンド値 機能 
フラッシュ書き込み／消去 
処理 
（CMD_WRITE） 

H'50 ブロック消去（EB01～EB14）を行った後、指定アドレス

から指定バイト数分データを書き込み 

フラッシュ読み出し処理 
（CMD_READ） 

H'52 内蔵フラッシュの指定アドレスから指定バイト数分の 
データを読み出し 

 
 

表4 SH7239 からの通知一覧（SH7239 → ホスト PC） 

通知名 応答値 機能 
正常終了 
（RET_OK） 

H'00 コマンド処理が正常に終了したことをホスト PC に通知 

異常終了 
（RET_NG） 

H'01 コマンド処理中に異常が発生したことをホスト PC に通知 

送信要求 
（RET_REQ） 

H'11 ユーザ制御コマンドまたは書き込みデータの送信要求状態である 
ことをホスト PC に通知 
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3.2.1 内蔵フラッシュの書き込み／消去 
フラッシュ書き込み／消去処理コマンド（CMD_WRITE）により、参考プログラムはブロック消去と書き

込み先の先頭アドレスから指定サイズのデータ書き込みを行います。 

参考プログラムは、ホスト PC からフラッシュ書き込み／消去処理コマンド（CMD_WRITE）を受信する
と、EB01～EB14 に対しブロック消去処理を実行します。ブロック消去処理終了後、参考プログラムはホス
ト PC に対し送信要求（RET_REQ）を通知します。次に、ホスト PC から書き込み先の先頭アドレス（4 バ
イト形式）と書き込みデータサイズ（4 バイト形式）の計 8 バイトを受信すると、参考プログラムはホスト
PC に対し書き込みデータの送信要求（RET_REQ）を通知し、書き込み処理に移行します。 

書き込み先の先頭アドレスには、EB01～EB14 ブロック内の読み出し用アドレス（H'0000 2000 ～ H'0007 
FFFF）*を、256 バイト境界で指定してください。EB00 ブロック内のアドレス（H'0000 0000 ～ H'0000 1FFF）
が指定された場合、参考プログラムはホスト PC に対し異常終了（RET_NG）を通知し無限ループとなりま
す。また、ユーザマット領域以外のアドレスが指定された場合のエラーチェックは行っていませんので、範
囲外のアドレスは指定しないでください。 

【注】* 標準 API の仕様上、書き込み先の先頭アドレスには読み出し用アドレスを使用してください。標準
API 内部で書き込み／消去用アドレスに変換されます。 

 
書き込み処理に移行すると、参考プログラムは内蔵フラッシュへの書き込み単位である 256 バイトのデー

タ受信ごとに、書き込みデータの送信要求（RET_REQ）を通知します。ホスト PC はこの送信要求（RET_REQ）
ごとに 256 バイトのデータを送信してください。 

参考プログラムは、256 バイトのデータ受信ごとにフラッシュ書き込み処理を実行します。なお、最終デー
タのデータサイズが 256 バイトに満たない場合、参考プログラムは書き込み単位が 256 バイトになるように
データを付加してフラッシュ書き込み処理を実行します。付加するデータの値は H'FF です。 

フラッシュ書き込み処理により書き込まれたデータサイズが、指定された書き込みデータサイズに達する
と、参考プログラムはホスト PC に対し正常終了（RET_OK）を通知します。 

図 12に参考プログラムにおけるフラッシュ書き込み／消去処理の通信コマンド制御シーケンスを、また図
13にフラッシュ書き込み／消去処理の通信コマンド制御例（SerialDebugger使用）を示します。 
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ブロック消去（EB01～EB14）

フラッシュ書き込み／消去処理コマンド

（CMD_WRITE）

終了終了

書き込みデータ

サイズになるまで

繰り返す
内蔵フラッシュ書き込み

開始開始

書き込み先の先頭アドレス

書き込みデータサイズ（4バイト形式）

送信要求（RET_REQ）

書き込みデータ（256バイト単位）

正常終了（RET_OK）

送信要求（RET_REQ）

＜ホストPC＞ ＜SH7239＞

 

図12 フラッシュ書き込み／消去処理の通信コマンド制御シーケンス 
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図13 フラッシュ書き込み／消去処理の通信コマンド制御例（SerialDebugger 使用） 

 
 

3.2.2 内蔵フラッシュの読み出し 
フラッシュ読み出し処理コマンド（CMD_READ）により、参考プログラムは読み出し先の先頭アドレスか

ら指定サイズのデータを読み出してホスト PC へ送信します。 

参考プログラムは、フラッシュ読み出し処理コマンド（CMD_READ）を受信すると、ホスト PC に対し送
信要求（RET_REQ）を通知します。次に、ホスト PC から読み出し先の先頭アドレス（4 バイト形式）と読
み出しデータサイズ（4 バイト形式）の計 8 バイトを受信すると、読み出し先のアドレスから指定サイズの
データを読み出してホスト PC へ送信します。 

読み出し先の先頭アドレスには EB00～EB14 ブロック（ユーザマット）内の読み出し用アドレス（H'0000 
0000 ～ H'0007 FFFF）を指定してください。ユーザマット以外のアドレスが指定された場合、参考プログラ
ムは読み出し処理を行わず、ホスト PC に対し異常終了（RET_NG）を通知し無限ループとなります。また、
ユーザマット以外のアドレスが指定された場合のエラーチェックは行っていませんので、範囲外のアドレス
は指定しないでください。 

図 14に参考プログラムにおけるフラッシュ読み出し処理の通信コマンド制御シーケンスを、また図 15に
フラッシュ読み出し処理の通信コマンド制御例（SerialDebugger使用）を示します。 

(1) フラッシュ書き込み／消去処理コマンド 
（CMD_WRITE）送信 

(2) 書き込み先の先頭アドレス（H'0000 2000）送信 

(3) 書き込みデータサイズ（640 バイト）送信 

(4-1) 書き込みデータ（256 バイト）

送信

(4-2) 書き込みデータ（256 バイト）

送信

(4-3) 書き込みデータ（128 バイト）送信 
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フラッシュ読み出し処理コマンド（CMD_READ）

終了終了

開始開始

読み出し先の先頭アドレス

読み出しデータサイズ

読み出しデータ

内蔵フラッシュ読み出し

送信要求（RET_REQ）

＜ホストPC＞ ＜SH7239＞

 

図14 フラッシュ読み出し処理の通信コマンド制御シーケンス 

 

 

図15 フラッシュ読み出し処理の通信コマンド制御例（SerialDebugger 使用） 

(1) フラッシュ読み出し処理コマンド

（CMD_READ）送信 

(2) 読み出し先の先頭アドレス（H'0000 2000）送信

(3) 読み出しデータサイズ（768 バイト）送信 
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4. 参考プログラムの内部仕様 

4.1 モジュール一覧 
表 5に参考プログラムのモジュール一覧を示します。 

 
表5 参考プログラムのモジュール一覧 

分類 モジュール名 関数名 機能 処理フロー 
ユーザアプリ 
ケーション 

メイン処理 main ユーザアプリケーション 
プログラムの実行 

図 16参照 

フラッシュ 
書き込み／消去 
処理 

ocf_write フラッシュ書き込み／消去 
処理の実行 

図 17, 図 18参照 

フラッシュ 
読み出し処理 

ocf_read フラッシュ読み出し処理の 
実行 

図 19参照 

フラッシュ 
書き換え制御 

フラッシュ 
書き込み／消去 
許可状態チェック 
処理 

ocf_pe_chk フラッシュ書き込み／消去 
許可状態の確認 

図 20参照 

SCI 初期化処理 io_sci_init SCI（チャネル 2）の初期設定 ― 

SCI 受信データ 
有無チェック処理 

io_sci_chk_rcv 受信データがSCRDRレジスタ 
に格納されているか確認 

― 

SCI 送信処理 io_sci_snd 1 バイトデータ送信 ― 

シリアル通信 
制御 

SCI 受信処理 io_sci_rcv 指定されたバイト数分の 
データ受信 

― 

ブロック消去 R_FlashErase 指定ブロック内のデータ消去 ― 標準 API 

フラッシュ書き込み R_FlashWrite 指定アドレス領域への 
データ書き込み 

― 
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4.2 使用変数 
表 6に参考プログラムで使用する変数を示します。 

 
表6 参考プログラムで使用する変数 

変数ラベル名 機能 使用モジュール 
unsigned char WriteBuff[256] 書き込みデータ格納 ocf_write 

 
 

4.3 レジスタの設定 
表 7に参考プログラムで使用する周辺機能のレジスタ設定内容を示します。 

 
表7 参考プログラムで使用する SCI（チャネル 2）のレジスタ設定内容 

レジスタ アドレス 設定値 設定内容 
シリアルモード 
レジスタ_2 
（SCSMR_2） 

H'FFFF 9000 H'00 C/A# = "0"： 
調歩同期式モード 

CHR = "0"： 
8 ビットデータ 

PE = "0"： 
パリティビットの付加、およびチェックを 
禁止 

STOP = "0"： 
1 ストップビット 

MP = "0"： 
マルチプロセッサモードを禁止 

CKS[1:0] = "B'00"： 
Pφクロック 

ビットレートレジスタ_2 
（SCBRR_2） 

H'FFFF 9002 D'129 ビットレート＝9600 bps 
（Pφ＝40 MHz） 

シリアルコントロール 
レジスタ_2 
（SCSCR_2） 

H'FFFF 9004 H'30 TE = "1"： 
送信動作を許可 

RE = "1"： 
受信動作を許可 

ポート E コントロール 
レジスタ L3 
（PECRL3） 

H'FFFE 3A12 H'0600 PE10MD[2:0] = "B'110"： 
TXD2 出力（SCI） 

ポート E コントロール 
レジスタ L2 
（PECRL2） 

H'FFFE 3A14 H'6000 PE7MD[2:0] = "B'110"： 
RXD2 入力（SCI） 
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4.4 フローチャート 
本節では参考プログラムの各モジュール処理フローを示します。 

4.4.1 メイン処理フロー 

No

開始（main関数）

CMD_WRITE

受信データ有り？

Yes

ユーザ制御コマンド判定
Other

フラッシュ書き込み／消去処理

（ocf_write関数）

※図17, 図18参照

CMD_READ

フラッシュ読み出し処理

（ocf_read関数）

※図19参照

フラッシュ書き込み

許可状態？

Yes

No

フラッシュ書き込み／消去

許可状態チェック処理

（ocf_pe_chk関数）

※図20参照

ホストPCに対しユーザ制御コマンドの

送信要求（RET_REQ）を通知

フラッシュ端子モニタレジスタ

（FPMON）のFWEビット値をリード

SCI初期化処理

（io_sci_init関数）

SCI送信処理

（io_sci_snd関数）

SCI受信データ有無チェック

処理（io_sci_chk_rcv関数）

SCI受信処理

（io_sci_rcv関数）

 

図16 メイン処理フロー 
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4.4.2 フラッシュ書き込み／消去処理フロー 

開始（ocf_write関数）

消去エラー発生？
Yes

No

書き込み先の先頭アドレス受信

消去ブロック

ナンバ = 15 ?

消去ブロックナンバの

ブロック消去処理

（R_FlashErase関数）

消去ブロックナンバを1に設定

No

Yes

EB01～EB14に対しブロック消去

※標準API使用

ホストPCに

異常終了

（RET_NG）

を通知

1

SCI受信処理

（io_sci_rcv関数）

SCI送信処理

（io_sci_snd関数）

書き込み

サイズ受信

SCI受信処理

（io_sci_rcv関数）

消去ブロックナンバを

インクリメント

書き込み先が

EB00ブロック？

Yes

No
ホストPCに

異常終了

（RET_NG）

を通知

SCI送信処理

（io_sci_snd関数）

 

図17 フラッシュ書き込み／消去処理フロー (1) 
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256バイト以下

残りの書き込みサイズ判定

書き込みエラー発生？

指定サイズ分書き込み完了？

Yes

No

Yes

No

256バイトより大きい

書き込みアドレスと

書き込みサイズの更新

ホストPCに対し書き込みデータの

送信要求（RET_REQ）を通知

書き込みデータ受信サイズ分のデータを受信し、

書き込みデータ用バッファに格納

ホストPCに

異常終了

（RET_NG）

を通知

書き込みデータ受信サイズを

256バイトに指定

書き込みデータ受信サイズを

残りの書き込みサイズに指定

n =（書き込みデータ受信サイズ）

書き込みデータ用バッファの

n番目～256番目の要素に

それぞれ H'FF を格納

端数分のデータ

領域に H'FF を
埋め込み

ホストPCに対し正常終了（RET_OK）を通知

終了

書き込みデータ用バッファに格納された

256バイトのデータを書き込み

※標準API使用

1

SCI送信処理

（io_sci_snd関数）

SCI受信処理

（io_sci_rcv関数）

SCI送信処理

（io_sci_snd関数）

SCI送信処理

（io_sci_snd関数）

フラッシュ書き込み処理

（R_FlashWrite関数）

 

図18 フラッシュ書き込み／消去処理フロー (2) 
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4.4.3 フラッシュ読み出し処理フロー 

開始（ocf_read関数）

ホストPCに対し読み出し先の先頭アドレスおよび

読み出しサイズの送信要求（RET_REQ）を通知

読み出し先の先頭アドレス受信

読み出し

サイズ受信

読み出し先のアドレス

インクリメント

ホストPCに

読み出し先のアドレス

のデータを1バイト送信

読み出しサイズ分

データ送信完了？

No

Yes

終了

ユーザマット以外の

アドレスを指定？

Yes

No
ホストPCに

異常終了

（RET_NG）

を通知

SCI送信処理

（io_sci_snd関数）

SCI受信処理

（io_sci_rcv関数）

SCI受信処理

（io_sci_rcv関数）

SCI送信処理

（io_sci_snd関数）

SCI送信処理

（io_sci_snd関数）

 

図19 フラッシュ読み出し処理フロー 

 
 

4.4.4 フラッシュ書き込み／消去許可状態チェック処理フロー 

開始（ocf_pe_chk関数）

フラッシュ端子モニタレジスタ

（FPMON）のFWEビット値を

リード（関数の戻り値）

終了
 

図20 フラッシュ書き込み／消去許可状態チェック処理フロー 
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5. 参考プログラムリスト 

5.1 サンプルプログラムリスト "main.c" (1) 
 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
 

 
/******************************************************************************* 
*   DISCLAIMER 
* 
*   This software is supplied by Renesas Electronics Corporation and is only  
*   intended for use with Renesas products.  No other uses are authorized. 
* 
*   This software is owned by Renesas Electronics Corporation and is protected under 
*   all applicable laws, including copyright laws. 
* 
*   THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND RENESAS MAKES NO WARRANTIES  
*   REGARDING THIS SOFTWARE, WHETHER EXPRESS, IMPLIED OR STATUTORY,  
*   INCLUDING BUT NOT LIMITED TO WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A  
*   PARTICULAR PURPOSE AND NON-INFRINGEMENT.  ALL SUCH WARRANTIES ARE EXPRESSLY  
*   DISCLAIMED. 
* 
*   TO THE MAXIMUM EXTENT PERMITTED NOT PROHIBITED BY LAW, NEITHER RENESAS  
*   ELECTRONICS CORPORATION NOR ANY OF ITS AFFILIATED COMPANIES SHALL BE LIABLE  
*   FOR ANY DIRECT, INDIRECT, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES  
*   FOR ANY REASON RELATED TO THIS SOFTWARE, EVEN IF RENESAS OR ITS  
*   AFFILIATES HAVE BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 
* 
*   Renesas reserves the right, without notice, to make changes to this  
*   software and to discontinue the availability of this software. 
*   By using this software, you agree to the additional terms and  
*   conditions found by accessing the following link:  
*   http://www.renesas.com/disclaimer 
******************************************************************************** 
*   Copyright (C) 2010 Renesas Electronics Corporation. All rights reserved. 
*******************************************************************************/ 
/*""FILE COMMENT""*********** Technical reference data ************************* 
*   System Name : SH7239 Sample Program 
*   File Name    : main.c 
*   Abstract     : Example of use for the Flash user-program mode 
*   Version      : 1.00.00 
*   Device       : SH7239 
*   Tool-Chain  : High-performance Embedded Workshop (Ver.4.07.00). 
*                 : C/C++ compiler package for the SuperH RISC engine family 
*                 :                             (Ver.9.03 Release02). 
*   OS            : None 
*   H/W Platform: R0K572390 (CPU board) 
*   Description :  
******************************************************************************** 
*   History      : Sep.24,2010 Ver.1.00.00   
*""FILE COMMENT END""**********************************************************/ 
#include "iodefine.h" 
#include "Flash_API_SH7239.h" 
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5.2 サンプルプログラムリスト "main.c" (2) 
 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
64 
65 
66 
67 
68 
69 
70 
71 
72 
73 
74 
75 
76 
77 
78 
79 
80 
81 
82 
83 
84 
85 
86 
87 
88 
89 
90 
91 
92 
93 
94 
95 
96 
97 
 

 
/* ==== Macro definition ==== */ 
#define FLASH_PE_ENABLE  1  /* Flash program/erase enabled       */ 
#define FLASH_PE_DISABLE 0  /* Flash program/erase disabled      */ 
#define CMD_WRITE   0x50 /* フラッシュ消去/書き込み処理コマンド */ 
#define CMD_READ    0x52 /* フラッシュ読み出し処理コマンド */ 
#define RET_OK    0x00 /* 正常終了 */ 
#define RET_NG    0x01 /* 異常終了 */ 
#define RET_REQ    0x11 /* 送信要求 */ 
 
/* ==== Prototype declaration ==== */ 
void main(void); 
int ocf_pe_chk(void); 
void ocf_write(void); 
void ocf_read(void); 
/* ---- External reference ---- */ 
extern void io_sci_init(void); 
extern int io_sci_chk_rcv(void); 
extern void io_sci_snd(unsigned char data); 
extern void io_sci_rcv(unsigned char *data, unsigned long num); 
 
/* ==== Global variable ==== */ 
#pragma section WriteDATA /* 書き込みデータバッファエリア */ 
unsigned char WriteBuff[PROGRAM_SIZE_ROM]; 
 
 
#pragma section FRAM 
/*""FUNC COMMENT""**************************************************************
 * ID             :  
 * Outline       : サンプルプログラムメイン 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Include       : "iodefine.h" and "flash.h" 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Declaration  : void main(void); 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Function      :  
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Argument      : void 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Return Value : void 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Note           : None 
 *""FUNC COMMENT END""**********************************************************/
void main(void) 
{ 
 unsigned char RcvData; 
 int pe_ok; 
 
 /* ==== SCI初期化 ==== */ 
 io_sci_init(); 
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5.3 サンプルプログラムリスト "main.c" (3) 
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 /* ==== フラッシュ書き込み/消去許可チェック ==== */ 
 do{ 
  pe_ok = ocf_pe_chk();  /* FWE pin = High ? */ 
 }while(pe_ok != FLASH_PE_ENABLE); 
 
 /* ==== ホスト PCに対し送信要求を通知 ==== */ 
 io_sci_snd(RET_REQ); 
 
 /* ==== フラッシュ書き込み/消去処理 or フラッシュ読み出し処理 ==== */ 
 while(1){ 
  /* ---- ユーザ制御コマンドチェック ---- */ 
  if(io_sci_chk_rcv() != 0){ 
   io_sci_rcv(&RcvData, 1); 
   if(RcvData == CMD_WRITE){ 
    ocf_write();   /* フラッシュ消去/書き込み処理 */ 
   } 
   else if(RcvData == CMD_READ){ 
    ocf_read();    /* フラッシュ読み出し処理 */ 
   } 
  } 
 } 
} 
 
/*""FUNC COMMENT""**************************************************************
 * ID             :  
 * Outline       : フラッシュ ROMの書き込み／消去許可状態チェック 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Include       : "iodefine.h" 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Declaration  : int ocf_pe_chk(void); 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Description  : フラッシュ端子モニタレジスタ(FPMON)の FWEビット値をリードし、 
 *                 : 戻り値として返却します。 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Argument      : void 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Return Value : ・0 ; フラッシュ ROM書き込み／消去禁止状態 
 *                 : ・1 ; フラッシュ ROM書き込み／消去許可状態 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Note           : None 
 *""FUNC COMMENT END""**********************************************************/
int ocf_pe_chk(void) 
{ 
 return FLD.FPMON.BIT.FWE; 
} 
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5.4 サンプルプログラムリスト "main.c" (4) 
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/*""FUNC COMMENT""**************************************************************
 * ID             :  
 * Outline       : フラッシュ書き込み/消去処理 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Include       : "iodefine.h" and "flash.h" 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Declaration  : void ocf_write(void); 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Description  : EB01～EB14に対しブロック消去を行った後、ホスト PCより指定された 
 *                : 書き込み先の先頭アドレスから指定サイズ分のデータをフラッシュに 
 *                : 書き込みます。 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Argument      : void 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Return Value : void 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Note           : None 
 *""FUNC COMMENT END""**********************************************************/
void ocf_write(void) 
{ 
 unsigned char error;    /* Function return value */ 
 unsigned char RcvData;   /* Receive data */ 
 unsigned char EraseBlkNum;  /* Erase block number */ 
 unsigned long i;     /* Loop counter */ 
 unsigned long WriteAddr;   /* Start address to be programmed */ 
 unsigned long WriteSize;   /* Data size to be programmed */ 
 unsigned long RcvSize;   /* Receiving size for data to be programmed */ 
 
 /* ==== ブロック消去処理 ==== */ 
 for(EraseBlkNum = BLOCK_1; EraseBlkNum <= BLOCK_14; EraseBlkNum++){ 
  /* EB01～EB14の消去 */ 
  error = R_FlashErase((uint8_t)EraseBlkNum); 
  if(error != RET_OK){    /* 消去エラー？ */ 
   io_sci_snd(RET_NG);    /* エラー送信 */ 
   while(1){ 
   } 
  } 
 } 
 
 /* ==== 送信要求 ==== */ 
 io_sci_snd(RET_REQ); 
 
 /* ==== 書き込み先の先頭アドレス受信 ==== */ 
 io_sci_rcv((unsigned char *)&WriteAddr, 4); 
 if( (WriteAddr >= 0x00000000) && (WriteAddr < 0x00002000) ){ 
  /* 書き込み先に EB00を指定？ */ 
  io_sci_snd(RET_NG);     /* エラー送信 */ 
  while(1){ 
  } 
 } 
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5.5 サンプルプログラムリスト "main.c" (5) 
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 /* ==== 書き込みデータサイズ受信 ==== */ 
 io_sci_rcv((unsigned char *)&WriteSize, 4); 
 
 /* ==== 書き込み処理 ==== */ 
 while(WriteSize > 0){ 
  io_sci_snd(RET_REQ);    /* 送信要求 */ 
 
  if(WriteSize > PROGRAM_SIZE_ROM){ 
   RcvSize = PROGRAM_SIZE_ROM; 
  } 
  else{ 
   RcvSize = WriteSize; 
   for(i = RcvSize; i < PROGRAM_SIZE_ROM; i++){ 
    WriteBuff[i] = 0xff; 
   } 
  } 
 
  /* ---- 書き込みデータ受信 ---- */ 
  io_sci_rcv(WriteBuff, RcvSize); 
 
  /* ---- 書き込み ---- */ 
  error = R_FlashWrite((uint32_t)WriteAddr, (uint32_t)WriteBuff, PROGRAM_SIZE_ROM); 
  if(error != 0){      /* 書き込みエラー？ */ 
   io_sci_snd(RET_NG);    /* エラー送信 */ 
   while(1){ 
   } 
  } 
 
  WriteAddr += PROGRAM_SIZE_ROM; 
  WriteSize -= RcvSize; 
 } 
 
 io_sci_snd(RET_OK);    /* 書き込み処理(正常)終了 */ 
} 
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5.6 サンプルプログラムリスト "main.c" (6) 
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/*""FUNC COMMENT""**************************************************************
 * ID             :  
 * Outline       : フラッシュ読み出し処理 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Include       : "flash.h" 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Declaration  : void ocf_read(void); 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Description  : 読み出し先の先頭アドレスから指定サイズのデータを読み出して 
 *                : ホスト PCへ送信します。 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Argument      : void 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Return Value : void 
 *------------------------------------------------------------------------------ 
 * Note           : None 
 *""FUNC COMMENT END""**********************************************************/
void ocf_read(void) 
{ 
 unsigned char *ReadData;  /* Pointer for readout data */ 
 unsigned long ReadAddr;  /* Start address to be read */ 
 unsigned long ReadSize;  /* Reading size */ 
 unsigned long i;    /* Loop counter */ 
 
 /* ==== 送信要求 ==== */ 
 io_sci_snd(RET_REQ); 
 
 /* ==== 読み出し開始アドレス受信 ==== */ 
 io_sci_rcv((unsigned char *)&ReadAddr, 4); 
 if(ReadAddr >= 0x00080000){ 
  /* 読み出し用アドレス以外のアドレスを指定？ */ 
  io_sci_snd(RET_NG);    /* エラー送信 */ 
  while(1){ 
  } 
 } 
 
 /* ==== 読み出しデータサイズ受信 ==== */ 
 io_sci_rcv((unsigned char *)&ReadSize, 4); 
 
 /* ==== ROMから読み出したデータを送信 ==== */ 
 ReadData = (unsigned char *)ReadAddr; 
 for(i = 0; i < ReadSize; i++){ 
  io_sci_snd(*ReadData++); 
 } 
} 
 
/* End of File */ 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクス ホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 

http://japan.renesas.com/
http://japan.renesas.com/contact/


 

A-1 

改訂記録 

改訂内容 
Rev. 発行日 ページ ポイント 

1.00 2010.09.24 — 初版発行 
1.01 2012.06.15 — サンプルコード（シンプルフラッシュ API）更新 
 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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